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第7章 段階的対策方針 

7.1 段階的対策方針時におけるメニュー案 

雨水管理総合計画策定ガイドラインにおける、段階的対策メニュー案を以下に示す。 

 

 

出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン 
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出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン 
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出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン 
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出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン 
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福津市において、特に効果的と考える対策メニュー案を表 7.1 に示す。 

 

表 7.1 段階的対策メニュー案 

番号 内容 対策 段階 
① 管渠の整備 ハード 当面・中期・長期 
② 農業用水路を兼用している水路の分離 ハード 当面・中期 
③ 調整池の整備（民間含む） ハード 当面・中期・長期 
④ ポンプ場の整備（排水機場の活用） ハード 当面・中期・長期 
⑤ 窪地における小規模ポンプ排水及び可搬式ポンプ ハード 当面・中期 
⑥ 開発に伴う雨水流出抑制に係る規制・指導 ハード 当面・中期・長期 
⑦ 止水板や雨水貯留タンクなどの設置 ハード 当面・中期 
⑧ 発災前の車の避難 ソフト 当面・中期・長期 
⑨ シミュレーションモデル情報（管渠）の充実 ソフト 当面・中期・長期 
⑩ 雨水出水浸水想定区域図の見直し ソフト 当面・中期・長期 
⑪ 水位情報の発信 ソフト 当面・中期・長期 
⑫ 水位カメラの設置と情報発信 ソフト 当面・中期・長期 
⑬ 避難訓練の実施 ソフト 当面・中期・長期 
⑭ 水路情報の整理（道路側溝、農業用水路、その他河

川含む） 
ソフト 当面・中期・長期 

⑮ ため池の有効活用 ソフト 当面・中期・長期 

 

①管渠の整備 

今回計画範囲内で既設のポンプ場（排水機場）は津屋崎第一排水機のみであり、幹線の

吐き口付近にも家が張り付いており用地の確保が困難であるため、福津市においては、管渠

の整備を優先的に検討する。 

 

②農業用水路を兼用している水路の分離 

福津市においては、農業用水路と兼用している水路が多数存在する。農業用水路を利用

している時期と雨季はほぼ一致しており、これらを分離することで浸水被害を軽減できる

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農業用水 

雨水排水 

農業用水 雨水排水 

農業用水と雨水排水兼用 

現状 対策 

農業用水と雨水排水の分離 
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③調整池の整備（民間含む） 

埋設管が輻輳しているなど管渠の整備を行うことが難しい場合がある。このような場合

は、調整池の整備を検討する。 

 

④ポンプ場の整備 

下水道区域に隣接して整備されている、津屋崎第一排水機場を有効活用する。また、そ

れに伴い、西竪川、東竪川も下水道事業計画に位置付け、必要な対策を講じる。①で検討す

る管渠整備でも対策困難な場合は、ポンプ場の整備についても視野に入れた検討を行う。 

 

⑤窪地における小規模ポンプ排水及び可搬式ポンプ 

窪地においては流下先の水位が上昇すると排水が困難となることが考えられるため、小

規模ポンプ排水を検討する。また、可搬式ポンプの場合は他対策の整備完了までの暫定措置

として使うことも想定する。その他のハード対策が完了後は、照査降雨への対応や浸水発生

後の緊急対応などでも活用できる。 

 

⑥開発に伴う雨水流出抑制に係る規制・指導 

流域治水プロジェクトで「手光今川」「西郷川」水系で推進する計画となっていたが、こ

れを福津市内全域に拡充する。駐車場等の透水性舗装や浸透桝、貯留槽、調整池を開発時に

整備するよう規制・指導する。 

 

⑦止水板や雨水貯留タンクなどの設置 

大規模な浸水対策を行うには時間がかかるため、対策が間に合わず浸水被害が発生する

恐れがある。暫定的な措置として浸水被害が発生する恐れのある家庭や施設に止水板や雨

水貯留タンクなどを設置する。 

 

⑧発災前の車両の避難 

車両は屋外に置かれていることが多く、被災しやすい資産となっている。そのため、近

隣の立体駐車場などに発災前に避難できるよう各商業施設や公共施設、避難所近くの駐車

場に協力を依頼する。ただし、福津市には立体駐車場は少ないため、平置き駐車場に止水板

などを設置することで車両の避難場所を確保する。 
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⑨シミュレーションモデル情報（管渠）の充実 

シミュレーションモデルの精度を向上させるため、φ600 未満の末端管渠までモデルに

組み込む。 

 

⑩雨水出水浸水想定区域図の見直し 

⑨において充実させた情報をもとに雨水出水浸水想定区域図を見直し、適切な浸水リス

クの周知を行う。 

 

⑪水位情報の発信 

福津市においては、令和 7 年度のワンコイン浸水センサ実証実験の参加自治体となって

いる。これを機会に水位情報を発信し、住民の避難活動の一助とする。 

 

⑫水位カメラなどの設置と情報の発信 

⑪の水位情報の発信のみならず、水位カメラなどを設置し情報を発信することで、降雨

時に水位を確認に行くリスクを低減し、避難のタイミングの参考となることが期待できる。 

 

⑬防災訓練の実施 

福津市においては、令和 7 年度に内水ハザードマップを住民に配布している。また、市内

各自治会が毎年防災訓練を実施しており、この内水ハザードマップを活用した防災訓練を

実施し、訓練内容を今後の内水ハザードマップ見直しに反映する。 

 

⑭水路情報の整理（道路側溝、農業用水路、その他河川含む） 

各所管の情報を蓄積・統合し、シミュレーションモデルに反映する。 

 

⑮ため池の有効活用 

流域治水プロジェクトにおいても「西郷川」水系で推進する計画となっているが、これ

を福津市内全域に拡充する。農業政策部署や農業関係者と十分に調整し、台風などある程度

予測ができる集中降雨に備えてため池の水位を下げておく。⑤の可搬式ポンプも活用する。 

 

 

 


